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PRESS RELEASE  2019/7/29  
    

 

効果的・効率的外来種対策を考えるシンポジウムを開催 
 

【概要】 

本シンポジウムでは，外来種対策先進国のニュージーランドにあるランドケア・リサーチ研究所か

ら 2 名の研究者を迎えて，ニュージーランドの先進的外来種問題への取組を紹介いただくとともに，

日本のアライグマ防除の現状を紹介します。 

研究者・学生に限らず，行政の外来種担当者及び非政府組織（NGO）・非営利団体（NPO）等の活

動団体，一般市民を対象とし，最先端の外来種対策を学ぶとともに，今後の日本の外来種防除の方向

性について，様々な視点から意見交換を行います。 

 

【趣旨】 

外来種による影響は世界的な環境問題の一つであり，その対策が急務となっています。日本におい

ては局所的防除では一部に成果がみられていますが，広域的防除では苦戦を強いられています。ニュ

ージーランドは外来種対策の先進国であり，国・地方自治体・国民が一体となって外来種対策を進め

ています。 

今回はニュージーランドから 2 名の研究者をお迎えし，世界最先端の外来種管理技術と防除戦略を

紹介していただきます。日本からは広域対策が必要なアライグマ対策の現状と課題を紹介しますが，

ニュージーランドのお二人は日本の外来哺乳類対策にも精通しており，後半では参加者とともに今後

の日本の外来種防除の方向性を探ります。 

 

【日  程】 2019（令和元）年 8 月 3 日（土）13:00～16:30（開場 12:00） 

【場  所】 北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 W203（札幌市北区北 10 条西 7 丁目）  

札幌駅北口より徒歩 12 分 

【主  催】 北海道大学大学院文学研究院人間科学部門地域科学分野地域科学研究室 

【対  象】 一般市民・行政外来種担当者・学生・研究者 

【募集人数】 100 人 

【参 加 費】 無料 

【言  語】 英語・日本語（同時通訳あり） 

【プログラム】 13:00～13:05 開会挨拶  

       13:10～13:55 フィル・カウワン博士（ランドケア・リサーチ研究所）による講演 

              「ニュージーランドにおける外来哺乳類管理と根絶」 

14:00～14:45 アル・グレン博士（ランドケア・リサーチ研究所）による講演 

「外来種不在のニュージーランドを目指して」 

 15:00～15:30 池田 透教授（北海道大学大学院文学研究院）による講演 

              「外来アライグマ管理の現状と課題」 

       15:50～16:30 質疑応答 
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お問い合わせ先 

北海道大学大学院文学研究院人間科学部門地域科学分野地域科学研究室 シンポジウム企画担当 池田 透（いけだとおる） 

ＴＥＬ 011-706-4163   ＦＡＸ 011-706-4163   メール tikeda@let.hokudai.ac.jp 

配信元 

北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 
 



国際シンポジウム:

効果的・効率的外来種管理を目指して
-外来種対策の先進技術と管理戦略 -

北海道大学大学院文学研究院人間科学部門地域科学分野地域科学研究室 主催

Towards an Effective and Efficient Invasive Alien Species Management
- Advancing technologies and strategies for invasive alien species control -

2019年8月3日(土) 13:00-16:30
August 3rd, 2019 (Sat.) 13:00 – 16:30

北海道大学人文・社会科学
総合教育研究棟 W203室

Room W203, Humanities and Social 

Sciences Classroom Building,

Hokkaido University

会場: 札幌市北区北10条西7丁目

第Ⅰ部：講演

１．ニュージーランドにおける外来哺乳類の管理と根絶

Invasive Mammal Control & Eradication in New Zealand

Dr. Phil Cowan （Landcare Research, New Zealand 

２．外来種不在のニュージーランドを目指して

Towards a Predator Free New Zealand

Dr. Al Glen （Landcare Research, New Zealand）

３．外来アライグマ管理の現状と課題
Current situation and challenges 

in invasive alien raccoon control

池田透 （北海道大学）

第Ⅱ部：質疑応答と意見交換

参加無料
事前申込不要

【お問い合わせ】 北海道大学大学院文学研究院人間科学部門地域科学分野地域科学研究室（担当：池田透）

mailto: invasive.species2019@gmail.com TEL&FAX:011-706-4163

講演は英語と日本語で行
われますが、同時通訳が
つきます（先着100名）

後援: 北海道・環境省北海道地方環境事務所・（一社）北海道自然保護協会
特別後援：（一財）前田一歩園財団（本シンポジウムは、（一財）前田一歩園財団の助成を受けて実施いたします）
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